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1.はじめに

北海道中央部の大雪山系には，毎年夏のおわりになっても消滅しない越年性雪渓が，いくつもみ

られる。そのうちのひとつ，大雪山・高根が原東斜面に位置する「雪壁雪渓」については 1963年以

来，継続的に測量調査やボーリングなど雪氷学的研究が行われてきていたが1-12>， 1977年を最後に最

近は調査が行われていなかった。

気候学的な観点から，雪渓の規模をその年の気象と結びつけたり，気候変化の指標にしたりする

とき，雪渓についての長期間の資料が必要で、ある。そこで，これまでの調査を継続するために， 1989 

年9月29日，消耗末期の雪壁雪渓の簡易isIJ量を行い，雪渓の調査を行った。

II.調査方法および結果

雪壁雪渓の周囲には， No.1から NO.5の測量基点が従来設けられていたが，今回，しっかり残っ

ていたのは最下部No.4(木杭)だけであった。 No.1，No.5は行方不明， No.2， No.3は木杭が抜

けており，これらの 4点については近くの岩に白ペンキでマーキングをして設置し直した。第 1図

に上部から見た雪渓及び各基点 (No.1-No. 5)の写真を示す。

調査は，雪渓の周縁に沿って 13ヶ所の測定点(P1 -P 13)，および基点 No.1を通る雪渓最大傾
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斜線に沿う 7点のisIJ定点 (T1-T7)を選び，測量することにより行われた。測量は，適当な基

点に三脚付きポケットコンパスを置き， isIJ定点の方位角と仰角を 0.1。単位で読み取った。この際，

測定点にはポールを立て， 目標高(ポールの目標位置)は器械高(コンパスの望遠鏡の高さ)とで

きるだけ同じになるようにした。基点から測定点までの距離は， 50m巻尺により 0.1m単位で測定

した。また，各測定点では雪面の走向と傾斜角がクリノメーターで'isIJられた。

第1表に， i則量データおよびこれらから求めた水平距離L，高度差H，基点 No.4を基準とした

高度差Zをまとめた。第2図には，これらの資料から作成した雪渓平面図を示す。太い実線で固ま

れた部分が雪渓であり，細い実線は 2m毎の等高線である o 雪渓上部のP9点においては，従来の

基盤地形より1.3m高い値を示したので，第2図においては P9付近のみ基盤を修正しである。こ

れは崩落による岩石が堆積したためと考えられる。他の測点については，従来の基盤地形図によく

一致した。

第3図に基点 No.1を通る雪渓最大傾斜線(第2図の中の一点鎖線)~ニ沿う断面図を示す。図中，

基盤修正部分については，修正後の部分を実線で，従来ものを破線で示した。

なお，高原、温泉から空沼を経由して雪壁雪渓に到る登山道は，熊出没のためにこの数年通行禁止

となっており，高原温泉から緑岳，白雲小屋を経由して雪壁雪渓に到る迂回を余儀なくされた。今

回の場合，往路4時間 30分，調査 4時間，下山 3時間 30分の計 12時間を要した。天候の良い場合

には，銀仙台から赤岳経由のルートも考えられる。

最後に，この調査に同行し，吹雪の山越えに耐えて測量の補助をして頂いた榎本貴子さんに感謝

の意を表します。なお本調査に要した経費の一部は，平成元年度文部省科学研究費補助金一般研究

(B) I雪渓の水循環に関する水丈学的研究J(課題番号 01460053 研究代表者 山田知充)によっ

fこ。
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第 1図笥

(a)上音部1¥均か当ら兇た雪j渓芙(は19ω89有年三 9月29日) (b)基点 No.1 (C)主主点 No.2
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( d)基点 No.3 (e)基点 No.4 (木杭(f)基点 No.5
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第 1表雪壁雪渓測量資料 (1989年 9月29日)

基点
(磁方位方。角位)

抑角 距離 水平距離 品度差
両度差

目標高 雪面の 名基点基準 NO.4基準
Z:高度 測定点 α d L 

Z (叩) 走行，傾斜 H 

h: i則器高 ( 0)  ( 0)  (m) (m) (m) (m) 

NO.1 Tl 76 N72
0

E，29
0

E 175.2 37.3 35.00 27.84 21. 21 24.38 

(Z=45.59m) T2 76 NWE，25
0

E 175.2 35.9 40.00 32.40 23.45 22.14 

(hニ 76cm) T3 76 N78
0 

E， 25
0

E 175.2 35.0 45.00 36.86 25.81 19.78 

T4 76. N72
0 

E， 32
0

E 175.2 34.4 50.00 41.26 - 28.25 17.34 

T5 76 N69
0 

E， 32
0

E 175.2 34.0 55.00 45.60 30.76 14.84 

T6 76 N8rE，4rE 175.2 ← 34.5 63.00 51. 92 35.68 9.91 

T7 200 N84
0 

E， 40
0 

E 175.2 - 34.0 70.50 58.45 40.66 4.93 

P8 76 N63
0

E，280E 197.2 31.0 45.00 38.57 23.18 22.42 

P9 76 N72
0

E，20
0

E 200.0 34.5 33.30 27.44 - 18.86 26.73 

P10 76 N79
0

E，28
0

E 175.2 40.5 28.26 21.49 - 18.35 27.24 

Pll 76 N8rE，28
0

E 155.0 38.1 33.11 26.06 20.43 25.16 

No 2 。 119.8 13.0 49.40 48.13 10.35 35.24 

No 3 。 153.9 27.6 

NO.5 76 203.4 24.5 

NO.3 P12 73 N84
0

E，25
0

E 342.0 8.0 17.82 17.65 2.48 19.28 

(Z=16.80m) P13 73 N89
0

E，33
0

E 287.0 29.7 11.40 9.90 5.65 11.15 

(h=73cm) NO.2 73 33.5 30.3 36.55 31.56 18.44 35.24 

NO.5 73 253.0 6.8 0.00 0.03 16.77 

NO.4 P1 104 N83
0

E，42
0

E 24.8 16.2 19.81 19.02 5.53 5.53 

(Z=O.OOm) P2 104 N820 E， 410 E 343.5 12.5 12.69 12.39 2.75 2.75 

(h= 104cm) P3 104 N810E，380E 327.2 18.5 17.98 17.05 5.71 5.71 

NO.3 104 48.2 25.0 :19.75 36.03 16.80 16.80 

NO.5 104 282.0 19.2 30.20 28.52 9.93 9.93 

NO.5 P4 67 N7rE，36
0

E 30.0 3.8 13.87 13.84 0.92 10.85 

(Z=9.93m) P5 67 N790E，400E 6.7 14.0 14.13 13.71 3.42 13.35 

(h=67cm) P6 67 N760E，420E 3.5 21.1 17.95 16.75 6.46 16.39 

P7 67 N64
0

E，31
0

E 19.5 21.0 27.30 25.49 9.78 19.72 
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第2図雪壁雪渓平面図 (1989年 9月29日)
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第3図雪壁雪渓断面図 (1989年 9月29日)

基点 No.lからの距離と No.4からの高きで，第2図中の一点、鎖線に沿った断面を示

す。破線部は修正前の基盤地形を表す。


